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特
集
１　
「
終
わ
ら
な
い
」戦
争
Ⅱ

守
統
治
エ
リ
ー
ト
ら
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
の

が
、
復
古
的
で
排
他
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で

あ
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。
格
差
社
会
を
是
正
す
る

代
わ
り
に
、日
の
丸
を
振
ら
せ
君
が
代
を
歌
わ
せ
、

日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
て
と
、
排
外
的
な
ヘ

イ
ト
さ
え
扇
動
し
国
民
統
合
を
図
る
の
だ
。
そ
れ

を
裏
で
支
え
て
い
た
の
が
、
統
一
教
会
な
ど
の
宗

教
右
翼
で
あ
り
、「
裏
金
」で
あ
っ
た
こ
と
は
再
三
、

強
調
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
（
な
か
の
・
こ
う
い
ち
／
上
智
大
学
教
授
）

遺
書
展
パ
ネ
ル
：
朝
日
ギ
ャ
ラ
リ
ー
遺
書
・
遺
品
展
の
構
成

平
和
の
た
め
の
遺
書
・
遺
品
展
の
記
録
―
―
図
録
を「
読
む
」

岡
田
裕
之

特
集
１　
「
終
わ
ら
な
い
」
戦
争
Ⅱ

昨
年
の
「
学
徒
出
陣
」
80
周
年
記
念
の
「
平
和

の
た
め
の
遺
書
・
遺
品
展
」
は
、
１
９
４
３
年
10

月
21
日
、
文
部
省
他
が
主
催
し
た
明
治
神
宮
外
苑

競
技
場
に
お
け
る
「
出
陣
学
徒
壮
行
会
」
に
合
わ

せ
て
、「
わ
だ
つ
み
の
こ
え
記
念
館
」
が
20
〜
24

日
の
５
日
間
、
朝
日
ホ
ー
ル
で
主
催
し
た
も
の
で

あ
る
。
焦
点
は
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
、「
学
徒
出

陣
」
に
つ
き
、
深
い
内
容
の
文
章
を
遺
し
た
、
松

岡
欣
平
と
佐
々
木
八
郎
の
遺
書
を
展
示
の
軸
に
据

え
た
。

二
人
と
も『
は
る
か
な
る
山
河
に
』１
９
４
７
年
、

か
ら
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
１
９
４
９
年
（
以

下
『
こ
え
』
と
略
す
）、
に
採
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

御
存
じ
の
方
が
多
い
と
思
う
が
、
松
岡
は
そ
こ

で
、
映
画
『
無
法
松
の
一
生
』
の
原
作
を
想
起
し

つ
つ
、
映
画
の
主
人
公
の
よ
う
に
「
提
灯
行
列
が

し
た
い
、
太
鼓
を
叩
き
た
い
」、
と
叫
び
、
戦
争

を
呪
い
、
日
本
が
な
お
自
由
主
義
だ
っ
た
時
代
を

回
顧
す
る
。
画
像
と
音
響
と
思
想
が
響
き
合
う
感

動
的
な
文
章
で
あ
る
。
松
岡
は
自
分
で
も
認
め
て

い
る
よ
う
に
「
映
画
好
き
」
で
の
め
り
込
み
過
ぎ

な
い
よ
う
自
戒
し
て
い
る
が
、
戦
中
の
フ
ラ
ン
ス

映
画
『
白
鳥
の
死
』
の
批
評
な
ど
見
事
だ
。

図
録
で
は
、
こ
の
『
こ
え
』
の
印
象
的
な
文
章

で
は
な
く
、
９
月
27
日
か
ら
11
月
に
至
る
、
論
文

で
も
回
顧
で
も
あ
り
日
録
で
も
あ
る
46
枚
に
及
ぶ

長
文
の
「
日
記
集
」
を
、
そ
の
論
理
構
成
に
従
っ

て
再
現
す
べ
く
努
め
た
。
本
旨
は
「
出
陣
」
に
あ

た
っ
て
の
「
反
戦
」
の
表
明
だ
が
、
国
家
が
学
徒

に
死
を
求
め
る
時
、
掲
げ
る
目
的
が
実
現
可
能
な

の
か
。「
そ
の
大
東
亜
の
建
設
、
日
本
の
隆
昌
が

遂
げ
ら
れ
た
ら
死
者
又
瞑
す
ベ
し
。
若
し
そ
れ
が

成
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
だ
。
死
ん
で
も
死

に
き
れ
な
い
で
は
な
い
か
。
政
府
よ
、
日
本
が
現

在
行
っ
て
ゐ
る
戦
は
勝
算
あ
っ
て
や
っ
て
ゐ
る
の

で
あ
ら
う
か
」。
松
岡
は
問
い
詰
め
る
（
65
頁
）。

長
文
は
、
９
月
27
日
（
23
日
、
学
徒
徴
兵
猶
予
停
止

の
政
府
決
定
）、
10
月
２
日
、
猶
予
停
止
の
緊
急
勅

令
、
21
日
、
靴
ず
れ
で
壮
行
会
参
加
を
断
念
、
25

日
、
夜
行
列
車
で
徴
兵
検
査
の
た
め
本
籍
地
富
山

県
へ
向
か
う
、
車
中
、
徴
兵
検
査
の
学
徒
同
士
で

壮
行
会
の
「
生
等
も
と
よ
り
生
還
を
期
せ
ず
」
と

の
江
橋
慎
四
郎
の
答
辞
な
ど
を
議
論
、
途
次
、
関

温
泉
で
一
泊
、
11
月
９
日
、
帰
京
（
こ
の
経
過
は
図

録
で
一
部
紹
介
、
66
頁
）。
松
岡
は
長
文
の
結
論
を
述

べ
る
。「
現
在
の
人
間
の
最
も
願
っ
て
ゐ
る
も
の

は
平
和
で
あ
る
。
戦
争
は
人
殺
し
、
そ
こ
に
倫
理

は
な
い
」（
67
頁
）。
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特
集
１　
「
終
わ
ら
な
い
」戦
争
Ⅱ

佐
々
木
は
、
11
月
、
第
一
高
等
学
校
ク
ラ
ス
会

の
壮
行
会
に
お
い
て
、
宮
沢
賢
治
の
『
烏
の
北
斗

七
星
』
に
寄
せ
て
、「
愛
」
と
「
戦
」
と
「
死
」

と
い
う
文
章
を
公
表
、
朗
読
し
た
。
そ
こ
で
彼
は

「
国
籍
が
異
な
る
だ
け
で
人
を
憎
み
殺
す
こ
と
は

で
き
な
い
、
憎
む
こ
と
の
出
来
な
い
敵
を
殺
さ
な

い
で
済
む
よ
う
な
世
界
の
た
め
に
は
死
ん
で
も
よ

い
」
と
宣
言
し
た
。
学
徒
出
陣
に
当
た
っ
て
心
中

は
と
も
か
く
、「
反
対
」
を
明
言
し
た
文
章
は
こ

れ
が
唯
一
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
名
文
は
『
は

る
か
』
の
冒
頭
を
飾
り
、『
こ
え
』
に
の
っ
て
い
る
。

図
録
は
こ
こ
で
、「
愛
」
と
「
戦
」
と
「
死
」

の
文
章
で
見
逃
さ
れ
て
き
た
末
尾
の
「
生
産
力
と

経
済
倫
理
」
と
い
う
自
分
の
研
究
ノ
ー
ト
（
論
文
）

を
参
照
す
べ
き
と
す
る
注
記
を
重
視
し
、こ
の「
生

産
力
と
経
済
倫
理
」
を
縮
約
し
た
、
１
９
４
３
年

５
月
14
日
の
「
日
記
」
を
復
元
紹
介
す
る
。
記
念

館
は
佐
々
木
の
分
厚
い
研
究
ノ
ー
ト
群
を
保
有
す

る
が
、
未
公
開
で
一
般
に
は
参
照
し
難
い
か
ら
、

日
記
を
採
録
し
て
い
る
『
こ
え
』
を
手
掛
か
り
に

す
る
。

日
記
（
当
該
研
究
ノ
ー
ト
論
文
の
縮
約
）
の
主
題
は

「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
へ
の
回
帰
、Rückkehr zu 

A
dam

 Sm
ith

（
ド
イ
ツ
語
）」
で
、
図
録
51
頁
の

図
版
か
ら
読
み
取
れ
る
。『
こ
え
』
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
佐
々
木
は
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
の

熱
心
な
読
者
で
、
こ
れ
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。

つ
い
で
な
が
ら
説
明
を
加
え
る
と
、
当
時
『
資
本

論
』
は
禁
書
で
は
あ
っ
た
が
素
人
向
け
の
本
で
は

な
く
、
高
畠
の
訳
本
は
手
に
入
っ
た
し
、
私
も
中

学
生
な
が
ら
松
浦
訳
を
眺
め
て
い
た
。
だ
が
難
解

で
本
書
が
「
危
険
思
想
」
と
は
思
え
な
か
っ
た
。

父
の
本
棚
に
は
マ
ル
ク
ス
主
義
文
献
が
数
十
冊
無

造
作
に
並
ん
で
い
た
。
戦
中
で
も
多
く
の
東
大
経

済
学
部
生
は
マ
ル
ク
ス
を
勉
強
し
て
い
た
。
だ
が

同
時
に
「
来
る
べ
き
社
会
、
将
来
社
会
」
に
つ
い

て
は
必
ず
し
も
マ
ル
ク
ス
主
義
を
支
持
せ
ず
、『
こ

え
』
に
見
る
よ
う
に
、
佐
々
木
は
戦
後
マ
ル
ク

ス
経
済
学
者
と
し
て
大
成
す
る
大
内
力
氏
（
友
人
）

と
対
立
し
た
。
佐
々
木
は
現
在
の
戦
争
、
進
行
中

の
第
二
次
世
界
大
戦
、
は
列
強
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
戦

争
で
あ
っ
て
、
終
結
後
に
平
和
的
な
国
際
分
業
が

来
る
や
も
知
れ
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
で
マ
ル
ク
ス
的
な
共
産
主
義
で
は
な
い
ス
ミ
ス

の
世
界
を
描
い
た
。
彼
は
そ
れ
を
「
愛
の
エ
ト
ス

（
社
会
倫
理
）」
と
表
現
し
た
り
、「
全
体
主
義
」
と

言
っ
た
り
し
て
い
て
、
一
義
的
で
は
な
い
。
戦
中

１
９
４
０
年
代
、
東
大
で
は
新
進
の
大
河
内
一
男

氏
は
ス
ミ
ス
の
『
道
徳
感
情
論
』
を
、
大
塚
久
雄

氏
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の

倫
理
（
エ
ト
ス
）
と
資
本
主
義
の
精
神
』
を
、
紹

介
し
て
い
た
。

佐
々
木
の
思
想
で
も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
自

分
に
は
経
済
学
徒
と
し
て「
生
産
力
と
経
済
倫
理
」

を
書
き
遺
す
義
務
と
、
日
本
社
会
内
で
生
き
て
き

た
自
分
が
国
民
の
一
員
と
し
て
は
戦
場
に
赴
く
義

務
が
あ
る
と
す
る
。
彼
は
こ
の
「
二
つ
の
責
務
」

の
双
方
を
同
時
に
果
た
す
べ
き
、と
考
え
て
い
た
。

佐
々
木
は
戦
死
の
可
能
性
の
高
い
海
軍
飛
行
専
修

予
備
学
生
を
志
願
し
、
１
９
４
５
年
４
月
14
日
、

沖
縄
海
域
で
特
攻
戦
死
す
る
。

＊
佐
々
木
の
１
９
４
３
年
５
月
14
日
日
記
の
復
元
全
文
は
、

岡
田
裕
之
『
日
本
戦
没
学
生
の
思
想
』
２
０
０
９
年
、

に
掲
載
。

２
．
遺
書
展
は
遺
品
展
で
も
あ
っ
た
の
で
、
小

川
清
の
返
還
遺
品
セ
ッ
ト
・
図
録
63
頁
、
奥
村
克

郎
と
渡
辺
太
平
の
返
還
日
章
旗
・
図
録
26
頁
、
52

頁
、
関
口
清
の
絵
画
・
図
録
76
〜
77
頁
、
柳
田
陽

一
の
学
帽
・
図
録
17
〜
18
頁
、
が
人
目
を
引
い
た
。

ま
ず
小
川
清
の
遺
品
セ
ッ
ト
（
箱
入
り
）
だ
が
、

小
川
は
早
大
出
身
の
第
14
期
海
軍
飛
行
専
修
予
備

学
生
で
、
45
年
５
月
11
日
、
特
別
攻
撃
隊
、
第
五

昭
和
隊
員
と
し
て
第
13
期
の
安
則
盛
三
機
と
と
も

に
沖
縄
本
島
東
南
海
域
で
米
大
型
空
母
バ
ン
カ
ー
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特
集
１　
「
終
わ
ら
な
い
」戦
争
Ⅱ

ヒ
ル
を
攻
撃
突
入
し
、
炎
上
大
破
さ
せ
、
戦
場
か

ら
脱
落
さ
せ
た
。
航
空
機
特
攻
の
「
成
果
」
は
日

本
側
・
米
軍
側
双
方
の
記
録
か
ら
推
定
す
る
と
、

約
15
〜
17
％
で
あ
る
。
突
入
以
前
に
対
空
砲
火
で

撃
墜
さ
れ
る
特
攻
機
は
少
な
く
な
か
っ
た
か
ら
、

こ
れ
は
確
認
で
き
た
大
成
果
で
あ
る
。
小
川
機
は

艦
橋
に
激
突
、
空
母
乗
員
が
小
川
遺
品
を
保
管
。

遺
品
は
日
系
人
を
介
し
て
２
０
０
１
年
、
遺
族

に
返
還
さ
れ
た
。
Ｍ
．
ケ
ネ
デ
ィ
著
「D

anger’s 
H

our

」
邦
訳
『
特
攻
』
は
、
こ
の
事
件
を
詳
細

に
分
析
し
た
記
録
だ
が
、氏
の
来
日
調
査
に
際
し
、

わ
だ
つ
み
会
（
一
瀬
智
司
・
手
塚
久
四
）
が
学
徒
兵

の
記
録
に
協
力
し
た
。

さ
ら
に
遺
品
に
は
小
川
の
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
同
期

の
特
攻
隊
員
・
市
島
保
男
（
早
大
）、
柏
倉
繁
次
郎

（
早
大
）、
平
林
勇
作
（
法
大
）、
茂
木
忠
（
台
北
帝
大
）

の
四
人
が
写
る
一
枚
の
写
真
が
あ
っ
た
。
市
島

は
谷
田
部
（
茨
城
県
）
航
空
隊
で
小
川
と
親
し
く
、

出
撃
直
前
ま
で
交
友
が
あ
っ
た
。
茂
木
尚
編
『
学

徒
出
陣
の
証
言
、
改
訂
版
』（
２
０
２
１
年
、
編
者
は

茂
木
忠
氏
の
甥
で
第
14
期
生
の
記
録
を
引
き
継
ぐ
）。
茂

木
忠
の
学
徒
出
陣
期
の
記
録
は
図
録
64
頁
。
市
島

は
、
45
年
４
月
29
日
、
先
に
沖
縄
海
域
で
米
機
動

部
隊
に
突
入
戦
死
し
た
が
、
図
録
54
〜
55
頁
、
い

つ
も
静
か
に
書
き
も
の
を
し
て
い
た
と
い
う
ほ

ど
、
多
く
の
日
記
を
遺
し
た
。『
こ
え
・
第
二
集
』

に
は
出
陣
時
、
女
性
か
ら
愛
の
告
白
を
受
け
同
時

に
そ
れ
が
永
遠
の
別
離
と
な
る
瞬
間
の
記
録
が
あ

る
。
図
録
は
、
市
島
の
最
期
の
言
葉
と
し
て
『
聖

書
』
マ
タ
イ
伝
の
引
用
を
記
す
が
、
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
で
あ
る
市
島
に
と
っ
て
祖
国
防
衛
の
死
は
同
時

に
自
ら
背
負
う
「
十
字
架
」
の
死
で
あ
っ
た
。

　
「
人
若
し
我
に
従
は
ん
と
思
は
ゞ
己
を
捨
て

　
　
　

己
の
十
字
架
を
負
い
て
我
に
従
へ
」

遺
品
に
戻
ろ
う
。
関
口
の
油
絵
は
『
お
つ
か
さ

ん
』
と
未
完
の
『
風
景
の
な
か
の
人
物
』
だ
が
、

故
野
見
山
暁
治
画
伯
は
こ
の
未
完
の
作
品
に
関
口

の
偉
才
を
見
る
。
し
か
し
、
来
場
者
に
最
も
強
い

印
象
を
与
え
る
の
は
45
年
７
月
、
宮
古
島
野
戦
病

院
で
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
、「
も
う
こ
れ
以
上
や
せ

ら
れ
な
い
」
自
画
像
と
骨
と
皮
の
裸
体
の
座
像
で

あ
ろ
う
。
実
物
は
手
帳
に
描
か
れ
た
小
さ
な
も
の

だ
が
、
１
９
５
０
年
５
月
、
東
京
都
の
学
生
は
米

占
領
軍
撤
退
を
求
め
て
、
こ
の
「
座
像
」
を
引
き

伸
ば
し
巨
大
な
「
張
り
ぼ
て
像
」
に
仕
立
て
、
デ

モ
隊
の
先
頭
に
し
て
都
心
で
占
領
下
初
め
て
の
反

米
行
進
を
敢
行
し
た
。

私
が
会
場
で
解
説
と
質
問
に
答
え
る
た
め
説
明

し
て
い
た
時
、
関
口
の
日
記
を
食
い
入
る
よ
う
に

眺
め
て
離
れ
な
い
年
配
の
女
性
か
ら
「（
関
口
に
梅

乾
を
与
え
た
）
こ
の
角
田
衛
生
兵
を
知
っ
て
い
る
」

と
言
う
。
そ
の
角
田
衛
生
兵
は
生
還
し
た
が
、「
こ

れ
は
私
の
知
る
角
田
衛
生
兵
で
は
な
い
か
」
と
繰

り
返
し
聞
い
て
く
る
。
確
答
は
も
ち
ろ
ん
で
き
な

い
の
だ
が
、
先
の
戦
争
の
犠
牲
者
は
多
く
、
そ
の

よ
す
が
を
探
し
求
め
る
関
係
者
は
少
な
く
な
か
っ

た
。３

．
展
示
さ
れ
た
遺
書
も
説
明
す
る
図
録
も
、

内
容
を
「
読
み
解
く
」
に
は
想
像
力
が
必
要
で
、

解
釈
力
が
求
め
ら
れ
る
。
主
催
者
も
解
説
に
努
め

る
が
も
ど
か
し
い
。
展
示
遺
書
の
す
べ
て
の
解
説

は
で
き
な
い
の
で
、『
こ
え
』
の
冒
頭
の
上
原
良

司
と
末
尾
の
木
村
久
夫
の
二
人
の
遺
書
を
解
説
し

て
、
図
録
の
「
読
み
」
を
締
め
く
く
る
。　

上
原
は『
こ
え
』の
戦
没
学
生
の
中
で
最
も「
著

名
」
か
も
知
れ
な
い
。
出
身
校
の
慶
応
大
学
は
上

原
の
特
別
展
示
室
を
設
け
て
称
揚
し
て
い
る
。
彼

は
特
別
攻
撃
出
撃
前
夜
、
45
年
５
月
10
日
、
報
道

班
員
の
求
め
に
応
じ
て
「
所
感
」
を
認し

た
た

め
た
。
彼

は
自
分
の
自
由
主
義
の
信
念
を
述
べ
、「
全
体
主

義
国
家
（
伊
独
日
）
の
滅
亡
と
自
由
主
義
の
勝
利
」

を
断
言
し
た
。
流
れ
る
如
き
論
理
と
乱
れ
な
き
立

派
な
字
で
あ
る
。
図
録
62
〜
63
頁
。
８
月
、
全
体

主
義
の
日
本
は
敗
れ
、
戦
後
自
由
主
義
と
平
和
主

義
に
転
換
し
て
再
生
す
る
。『
こ
え
』
の
冒
頭
を

飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。

学
徒
兵
を
受
け
入
れ
た
軍
隊
側
は
、
学
徒
兵
が

受
け
て
き
た
「
自
主
的
な
思
考
」
を
否
定
し
、
上

官
の
指
揮
命
令
に
従
順
に
従
う
兵
士
に
鍛
え
直
す

べ
く
訓
練
を
施
す
。
特
に
幹
部
候
補
生
（
陸
軍
見

習
士
官
）
に
は
軍
隊
教
育
は
厳
し
く
、
時
に
経
済

的
に
恵
ま
れ
て
き
た
学
徒
兵
に
対
す
る
反
感
も

あ
っ
て
暴
力
も
揮
わ
れ
た
。
こ
の
教
育
課
程
で
用
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特
集
１　
「
終
わ
ら
な
い
」戦
争
Ⅱ

い
ら
れ
た
の
が
上
官
に
提
出
す
る
た
め
に
学
徒
兵

が
記
す
毎
日
の
「
修
養
録
」
で
あ
っ
た
。
内
務
班

の
鉄
拳
殴
打
と
「
修
養
録
」
の
検
閲
に
よ
り
、
多

く
の
学
徒
兵
は
「
従
順
な
軍
人
」
に
変
質
し
、
適

応
す
る
。
学
生
気
分
が
抜
け
な
い
（
海
上
春
雄
、
図

録
47
〜
48
頁
）
か
、
批
判
精
神
の
強
固
な
者
（
中
村

徳
郎
）
は
、
い
わ
ば
二
重
帳
簿
で
上
官
の
眼
を
の

が
れ
、
蜜
か
に
本
心
を
手
帳
（
上
村
元
太
、
図
録
34

〜
35
頁
）
や
紙
片
（
鷲
尾
克
己
、
図
録
61
頁
）
に
書
き

つ
け
る
。

上
原
の
提
出
用
『
修
養
反
省
録
』
は
別
で
あ
っ

た
。そ
こ
で
は
自
由
主
義
の
正
し
さ
が
主
張
さ
れ
、

軍
規
の
欺
瞞
が
暴
か
れ
る
。「（
特
別
操
縦
見
習
士
官

は
）
一
寸
監
視
ノ
目
ガ
ナ
イ
ト
、
自
分
勝
手
ナ
コ

ト
ヲ
ス
ル
。
軍
隊
的
ニ
之
ヲ
観
レ
バ
零
デ
ア
ル
。

併
シ
乍
ラ
人
間
ト
シ
テ
観
ル
場
合
、
コ
レ
ハ
自
由

主
義
ノ
充
溢
シ
タ
証
拠
デ
ア
ル
カ
ラ,

思
想
的
ニ

進
歩
シ
テ
ヰ
ル
ト
云
ハ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
。」
図
録
62

頁
。
さ
ら
に
上
原
は
『
修
養
反
省
録
』
で
上
官
と

言
い
争
い
、
上
官
は
赤
字
で
上
原
を
叱
責
す
る
。

こ
れ
は
貴
重
な
記
録
で
図
録
に
採
録
し
た
か
っ
た

の
だ
が
、
紙
幅
が
足
り
ず
割
愛
し
た
。『
こ
え
・

第
三
集
』に
は
採
録
し
た
い
。
こ
の
上
官
と
の「
論

争
」
は
、
上
原
良
司
個
人
遺
稿
集
『
あ
あ
祖
国
よ

恋
人
よ
』（
１
９
９
９
年
）、
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の

で
参
照
さ
れ
た
い
。

他
方
『
こ
え
』
の
最
後
に
置
か
れ
た
木
村
久
夫

（
京
都
帝
大
）
の
遺
書
は
、
戦
犯
に
問
わ
れ
た
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
・
チ
ャ
ン
ギ
刑
務
所
に
お
い
て
、
偶

然
入
手
し
た
田
辺
元
著
『
哲
学
通
論
』
の
余
白

に
書
き
入
れ
た
遺
言
で
あ
る
。
木
村
は
そ
こ
で
、

１
９
３
１
年
の
満
州
事
変
以
来
の
軍
部
の
横
暴
と

そ
れ
を
許
し
た
日
本
国
民
の
責
任
を
詳
細
に
論
じ

つ
つ
、
戦
後
の
自
由
で
活
気
あ
る
思
想
の
も
と
復

興
に
向
か
う
祖
国
を
展
望
す
る
。
だ
が
、
木
村
は

イ
ン
ド
洋
に
浮
か
ぶ
日
本
軍
の
占
領
地
、
カ
ー
ニ

コ
バ
ル
島
で
島
民
宣
撫
と
防
衛
に
尽
く
し
た
ば
か

り
に
、
敗
戦
後
、
兵
卒
（
上
等
兵
）
な
が
ら
参
謀

将
校
の
島
民
殺
害
行
為
の
責
め
を
負
わ
さ
れ
て
、

絞
首
刑
の
判
決
を
受
け
る
。木
村
は
、自
由
に
な
っ

た
祖
国
に
帰
り
自
分
の
学
問
へ
の
熱
い
志
を
生
か

す
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
空
し
く
報
復
の
「
死
」

の
運
命
を
与
え
ら
れ
る
。
戦
争
の
全
経
過
を
振
り

返
り
、
戦
後
に
希
望
を
託
し
て
、
自
分
は
死
ぬ
。

図
録
に
は
大
阪
朝
日
新
聞
社
提
供
の
『
哲
学
通

論
』
余
白
コ
ピ
ー
の
「
遺
墨
」
と
母
親
宛
軍
事
郵

便
葉
書
し
か
な
い
。
図
録
79
頁
。
葉
書
に
は
「
此

処
（
カ
ー
ニ
コ
バ
ル
島
）
に
来
て
か
ら
は
（
軍
務
は
）

全
く
専
門
に
属
す
る
事
な
の
で
、
仕
事
に
力
が
入

り
ま
す
。
当
地
の
経
済
状
態
、
商
業
状
態
、
政
治
・

民
族
の
社
会
科
学
的
の
観
察
が
今
の
私
の
仕
事
と

為
っ
て
ゐ
ま
す
。
殊
に
此
の
方
面
の
専
門
は
私
唯

一
人
と
云
う
有
様
」、
と
学
ん
だ
学
問
が
少
し
で

も
生
か
せ
る
任
務
に
木
村
が
喜
ぶ
状
況
が
目
に
浮

か
ぶ
。
だ
が
占
領
地
で
広
く
住
民
の
民
政
に
接
し

名
前
を
覚
え
ら
れ
る
の
は
危
険
で
あ
る
。
学
徒
兵

木
村
の
喜
び
は
暗
転
す
る
。
図
録
を
見
る
た
び
痛

ま
し
く
、
胸
を
ふ
さ
が
れ
る
思
い
で
あ
る
。

（
お
か
だ
・
ひ
ろ
し
／
わ
だ
つ
み
の
こ
え
記
念
館
館
長
）

木
村
の
出
身
校
、旧
制
高
知
高
等
学
校
（
現

高
知
大
学
）
は
木
村
が
遺
贈
し
た
書
籍
の
「
木

村
文
庫
」
を
設
け
て
い
る
が
、
文
庫
は
ス
ミ

ス
、
リ
カ
ー
ド
、
マ
ル
ク
ス
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
ケ
イ
ン
ズ
か
ら
ワ
ル
ラ
ス
と
広
く
古

典
と
現
状
分
析
の
書
物
、
４
６
５
冊
か
ら
成

る
。
生
あ
ら
ば
木
村
は
ど
れ
だ
け
の
学
者
と

な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
木
村
は
歌
人
、
吉
井

勇
に
私
淑
し
優
れ
た
短
歌
を
遺
書
に
記
す
。

「
明
日
と
言
ふ
日
も
な
き
生
命
抱
き
つ
つ

　

文
読
む
心
盡
く
る
こ
と
な
し
」


	



